
令 和 ５ 年
３月17日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

山
口
県
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
労
働
政
策
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

法
律
等
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
（
都
市
計
画
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

優
良
宅
地
等
の
認
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
都
市
計
画
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
告
示

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
の
指
定
の
解
除
（
環
境
政
策
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
（
農
林
水
産
政
策
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
家
畜
の
検
査
の
実
施
（
畜
産
振
興
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
家
畜
の
注
射
の
実
施
（
畜
産
振
興
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

通
行
す
る
車
両
の
総
重
量
の
最
高
限
度
が
二
十
五
ト
ン
で
あ
る
道
路
の
指
定
（
道
路
整
備
課
）

五

…
…
…
…
…
…

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
（
砂
防
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
建
築
指
導
課
）

六
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
教
委
規
則

教
育
委
員
会
事
務
局
等
の
職
員
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

六

…
…
…
…
…
…
…
…

○
教
委
訓
令

山
口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規

則

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
二
号

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
立
職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
規
則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
の
項
中
「

」
を

機
械
加
工
科

「

」
に
改
め
る
。

機
械
デ
ジ
タ
ル
科

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

法
律
等
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
特
例
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
三
号

法
律
等
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
特
例
に
関
す
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

法
律
等
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
等
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
特
例
に
関
す
る
規
則

（
令
和
四
年
山
口
県
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一

項
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

一
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含
む
。
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

優
良
宅
地
等
の
認
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
四
号

優
良
宅
地
等
の
認
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

優
良
宅
地
等
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
山
口
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
記
第
一
号
様
式
の
⟹表
の
注
⚓
中
「宅

地
造
成
等
規
制
法

」
を
「宅

地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制

法

」
に
改
め
、
同
様
式
の
⟹裏
中
「は

り
付
け

」
を
「貼

付
け

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

山
口
県
告
示
第
九
十
四
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有

害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
令
和
四
年
山
口
県
告
示
第
三
百
三
号
）
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

宇
部
市
大
字
小
串
字
沖
ノ
山
一
九
八
七
の
九
の
一
部

二

特
定
有
害
物
質
の
種
類

砒ひ

素
及
び
そ
の
化
合
物

三

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

土
壌
汚
染
の
除
去

山
口
県
告
示
第
九
十
五
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
区

域
及
び
区
分
に
つ
い
て
法
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め
た
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

区

域

区

分

小
畑
区
域

埴
生
区
域

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
、
船
び
き
網
を
使
用
し

て
営
む
漁
業

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

山
口
県
告
示
第
九
十
六
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家

畜
の
所
有
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
家
畜
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
検
査

㈠

目
的

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

⚑

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
月
齢
又
は
推
定
月
齢
が
満
二
十
四

月
以
上
の
雌
牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

⚒

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
月
齢
又
は
推
定
月
齢
が
満
二
十
四

月
以
上
の
雌
牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

二
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⚓

⚑
及
び
⚒
に
掲
げ
る
牛
と
同
一
施
設
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
も
の

⚔

搾
乳
の
用
に
供
す
る
目
的
で
県
外
か
ら
移
入
し
た
雌
牛

⚕

繁
殖
の
用
に
供
す
る
目
的
で
県
外
か
ら
移
入
し
た
雌
牛

㈣

期
日

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

⚑

予
備
的
抗
体
検
出
法
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
）

⚒

⚑
に
よ
る
検
査
の
反
応
が
陽
性
で
あ
る
場
合
に
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法

二

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査

㈠

目
的

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域
（
萩
市
見
島
を
除
く
。
）

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

⚑

死
亡
前
に
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
症
状
を
呈
し
て
い
た
又
は
呈
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
牛
の
死
体

⚒

月
齢
又
は
推
定
月
齢
が
満
四
十
八
月
以
上
で
死
亡
し
た
牛
の
死
体
で
死
亡
前
に
歩
行
困
難
又

は
起
立
不
能
を
呈
し
て
い
た
も
の
（
⚑
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

⚓

月
齢
又
は
推
定
月
齢
が
満
九
十
六
月
以
上
で
死
亡
し
た
牛
の
死
体
（
⚑
及
び
⚒
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。
）

㈣

期
日

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

⚑

牛
の
死
体
に
あ
っ
て
は
酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ
ラ
イ
ザ
法
）

⚒

⚑
に
よ
る
検
査
の
反
応
が
陰
性
で
な
い
牛
の
死
体
に
あ
っ
て
は
ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
に

よ
る
検
査
及
び
免
疫
組
織
化
学
的
検
査

三

豚
熱
検
査

㈠

目
的

豚
及
び
い
の
し
し
の
豚
熱
予
防
的
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
免
疫
の
付
与
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
豚
及
び
い
の
し
し

㈣

期
日

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ
ラ
イ
ザ
法
）
（
家
畜
防
疫
員
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
豚
及
び
い
の
し

し
に
あ
っ
て
は
、
酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ
ラ
イ
ザ
法
）
及
び
中
和
試
験
）

四

豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
検
査

㈠

目
的

豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

飼
育
し
て
い
る
豚
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

㈣

期
日

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
反
応
法

五

鶏
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査

㈠

目
的

鶏
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

飼
養
し
て
い
る
鶏
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

㈣

期
日

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

血
清
抗
体
検
査
（
家
畜
防
疫
員
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
鶏
に
あ
っ
て
は
、
血
清
抗
体
検
査
及

び
ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査
）

六

腐
蛆そ

病
検
査

㈠

目
的

腐
蛆
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

二
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⚑

蜜
蜂
の
全
部

⚒

転
飼
し
よ
う
と
す
る
蜜
蜂

㈣

期
日

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

肉
眼
検
査

山
口
県
告
示
第
九
十
七
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家

畜
の
所
有
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
家
畜
に
つ
い
て
注
射
を
受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

豚
熱
予
防
注
射

㈠

目
的

豚
熱
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

豚
及
び
い
の
し
し
の
全
部

㈣

期
日

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

注
射
の
方
法

皮
下
注
射
又
は
筋
肉
内
注
射

山
口
県
告
示
第
九
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
三
月
十
七
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

美
祢
油
谷
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
相
行
一
一
五
七
五

地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
小
井
手
三
四
地
先
ま

で美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
小
井
手
三
四
地
先

か
ら
同
市
大
嶺
町
奥
分
字
稗
田
一
一
六
二
六
の

一
地
先
ま
で

美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
稗
田
一
一
六
二
六

の
一
地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
相
行
沖
二
〇
〇
の
一

地
先
ま
で

美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
相
行
沖
二
〇
〇
の

一
地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
上
筈
畠
三
一
一
の
一

七
地
先
ま
で

及
び
美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
上
筈
畠
三
一
一
の

一
七
地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
上
筈
畠
三
一
一
の
一

五
地
先
ま
で

旧

最
狭

二
五
・
〇

最
広

五
七
・
五

二
一
三
・
〇

六
・
〇

最
狭

及
び

一
七
・
〇

一
一
・
〇

最
広

及
び

三
四
・
〇

三
二
〇
・
五
及
び

二
〇
七
・
〇
ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

最
狭

一
七
・
〇

最
広

三
三
・
〇

一
八
〇
・
〇

五
・
五

最
狭

及
び

一
二
・
〇

三
一
・
〇

最
広

及
び

四
五
・
〇

一
、
一
四
四
・
五
及
び

一
、
〇
六
〇
・
〇
ダ
ブ
ル
ウ
ェ
イ

最
狭

一
〇
・
〇

最
広

三
三
・
〇

一
〇
八
・
〇

美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
相
行
一
一
五
七
五

地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
上
筈
畠
三
一
一
の
一

五
地
先
ま
で

新

最
狭

一
〇
・
〇

最
広

五
七
・
五
一
、
七
六
八
・
〇

美
祢
市
於
福
町
上
字
前
田
五
一
三
の
三
地

先
か
ら

同
市
於
福
町
上
字
柿
ノ
木
田
八
五
五
の
一

地
先
ま
で

旧

最
狭

四
・
〇

最
広

一
四
・
〇

九
八
七
・
一

新

最
狭

四
・
〇

最
広

三
〇
・
〇

九
八
七
・
一
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

湯
ノ
口
美
祢
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
筈
畠
二
九
一
の
一

地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
縄
手
二
九
三
の
一
地

先
ま
で

旧

最
狭

五
・
〇

最
広

一
三
・
〇

五
二
・
〇

新

最
狭

―
―

最
広

―
―

―
―
終
点
の
変
更
に
よ

る
。

四
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道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

中
ノ
川
於
福
停
車
場
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

美
祢
市
於
福
町
上
字
前
田
五
一
三
の
三
地

先
か
ら

同
市
於
福
町
上
字
柿
ノ
木
田
八
五
五
の
一

地
先
ま
で

旧

最
狭

四
・
〇

最
広

一
四
・
〇

九
八
七
・
一
県
道
美
祢
油
谷
線

の
道
路
の
区
域

（
重
用
）

新

最
狭

四
・
〇

最
広

三
〇
・
〇

九
八
七
・
一
県
道
美
祢
油
谷
線

の
道
路
の
区
域

（
重
用
）

山
口
県
告
示
第
九
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
五
年
三
月
十
七
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

美
祢
油
谷
線

美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
相
行
一
一
五
七
五
地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
上
筈
畠
三
一
一
の
一
五
地
先
ま
で

令
和
五
年
四
月
一
日

美
祢
市
於
福
町
上
字
前
田
五
一
三
の
三
地
先
か
ら

同
市
於
福
町
上
字
柿
ノ
木
田
八
五
五
の
一
地
先
ま
で

山
口
県
告
示
第
百
号

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
よ

り
、
通
行
す
る
車
両
の
総
重
量
の
最
高
限
度
が
二
十
五
ト
ン
で
あ
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

区

間

指
定
の
期
日

県

道

下
関
港
線

下
関
市
椋
野
町
二
丁
目
七
一
一
の
四
地
先
か
ら

同
市

同
町
三
五
の
九
地
先
ま
で

令
和
五
年
四
月
一
日

県

道

山
口
阿
知
須

宇
部
線

山
口
市
陶
字
亀
谷
弐
四
九
〇
四
の
一
地
先
か
ら

同
市
陶
字
亀
谷
参
四
九
三
二
の
一
三
地
先
ま
で

県

道

新
山
口
停
車

場
長
谷
線

山
口
市
小
郡
令
和
一
丁
目
一
二
五
八
の
一
四
地
先
か
ら

同
市
小
郡
長
谷
一
丁
目
二
二
九
九
の
一
地
先
ま
で

県

道

武
久
椋
野
線

下
関
市
武
久
町
二
丁
目
一
一
六
の
一
七
地
先
か
ら

同
市
幡
生
宮
の
下
町
九
七
〇
の
一
八
地
先
ま
で

下
関
市
椋
野
町
三
丁
目
六
九
一
の
一
地
先
か
ら

同
市
椋
野
町
二
丁
目
七
一
一
の
四
地
先
ま
で

山
口
県
告
示
第
百
一
号

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成
八
年
山
口
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

天
神
町
地
区
に
関
す
る
部
分
二

区
域
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

区
域
の
範
囲

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
九
号
と

十
号
を
町
道
中
町～

新
蔵
坊
線
東
側
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ
線
、
標
柱
十
号
か
ら
十
八
号
ま
で
を

順
次
結
ん
だ
線
、
標
柱
十
八
号
と
十
九
号
を
町
道
中
町～

天
神
町
線
西
側
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん
だ

線
、
標
柱
十
九
号
か
ら
標
柱
二
十
四
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
二
十
四
号
を
結
ん

だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

郡

名

町

名

大

字

名

字

名

地

番

標
柱
番
号

熊

毛

郡

上

関

町

長

島

兄

ケ

浦

四
四
〇

一
号

〃

〃

〃

〃

四
四
二
の
一

二
号

〃

〃

〃

千

坊

寺

四
四
九
の
一

三
号

〃

〃

〃

〃

四
四
九
の
一

四
号

〃

〃

〃

〃

四
四
九
の
一

五
号

〃

〃

〃

〃

四
四
九
の
一

六
号

四
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〃

〃

〃

宮

村

一
〇
一
六
二

七
号

〃

〃

〃

〃

一
〇
一
六
二

八
号

〃

〃

〃

天

神

町

一
一
八
八
六
の
二
地
先

九
号

〃

〃

〃

新

蔵

坊

一
〇
一
六
一
の
一

十
号

〃

〃

〃

〃

一
〇
一
六
一
の
一

十
一
号

〃

〃

〃

〃

三
四
四
の
一

十
二
号

〃

〃

〃

〃

一
一
八
八
三
の
一

十
三
号

〃

〃

〃

〃

三
四
六
の
一

十
四
号

〃

〃

〃

〃

三
五
三
の
一

十
五
号

〃

〃

〃

〃

三
六
〇
の
三

十
六
号

〃

〃

〃

〃

三
六
〇
の
三

十
七
号

〃

〃

〃

天

神

町

三
九
〇
地
先

十
八
号

〃

〃

〃

〃

四
三
七
の
五

十
九
号

〃

〃

〃

〃

四
三
四
の
一
五

二
十
号

〃

〃

〃

〃

四
三
四
の
七
地
先

二
十
一
号

〃

〃

〃

中

町

四
五
八
の
一

二
十
二
号

〃

〃

〃

〃

四
五
四
地
先

二
十
三
号

〃

〃

〃

〃

四
五
二
の
一

二
十
四
号

公

告

（
四
一
）
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
開
発
行
為
に

関
す
る
工
事
の
完
了
を
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

下
松
市
大
字
末
武
上
字
久
保

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

下
松
市
大
字
末
武
上
六
五
八
番
地
の
八

有
限
会
社
八
木
組

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
事
務
局
等
の
職
員
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
教
育
委
員
会

山
口
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

教
育
委
員
会
事
務
局
等
の
職
員
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
育
委
員
会
事
務
局
等
の
職
員
の
職
の
設
置
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
口
県
教
育
委
員

会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号

教

育

庁

一

般

学
校
を
除
く
各
教
育
機
関

山
口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

山
口
県
教
育
委
員
会

山
口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
服
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
口
県
教
育
委
員
会
事
務
局
等
職
員
服
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
山
口
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
の
表
中
第
二
十
三
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
十
八
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十
九

高
齢
者
部
分
休
業
を
す
る
場
合
（
職
員
の
高
齢

者
部
分
休
業
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年
山
口
県
条

例
第
三
十
号
）
第
二
条
）

高

休

一
日
に
満
た
な
い
場
合

は
、
半
日
又
は
そ
の
時
間

数

山 口 県 報 （定期） 第 388 号
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令和５年３月17日 金曜日



別
記
第
十
号
様
式
の
⟹表
中

「修
休

(
日
・
時
・
分
)

を
」

「修
休

(
日
・
時
・
分
)

に
改
め
、
同
様
式
の

」

高
休

(
日
・
時
・
分
)

「

⟹裏
中

修
休

(
日
・
時
・
分
)

を
」

「修
休

(
日
・
時
・
分
)

に
改
め

」

高
休

(
日
・
時
・
分
)

る
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

七

山 口 県 報 （定期） 第 388 号令和５年３月17日 金曜日



令
和
五
年
三
月
十
七
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
五
年
三
月
十
七
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


